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１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

• 上流部では、上下流の治水安全度のバランスを確保しつつ、安全性が段階的に向上するよう河道掘削、築堤等の整

備を実施するとともに、既設ダムの有効活用による新たな洪水調節機能の確保を実施する。

• 当面の事業については、平成18年7月洪水による浸水被害を解消するための堤防整備及び河道掘削と、背後地に長

野・須坂市街地をかかえる村山橋から犀川合流点付近までの堤防整備等を概ね9年間で実施することを想定している。

（１）当面及び全体の実施手順

表１ 治水対策の当面及び全体の事業展開
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整備メニュー
当面の事業※（9年間）

平成26年度～令和4年度
(2014年度～2022年度)

その後の事業
令和5年度～令和25年度
(2023年度～2043年度)

河道掘削

堤防拡幅・築堤

水衝部対策

浸透対策

耐震対策

危機管理型ハード対策
（堤防天端保護・法尻補強）

大町ダム等再編

上流部

※当面の事業は、事業再評価の際に、河川改修事業における事業の効率性の向上及び透明性を確保する目的
で、各河川における5～7年程度の整備に関して、事業実施箇所や事業内容を明らかにしているもの。



■立ヶ花狭窄部下流区間は、堤防整備が遅れていたことから昭和58年9月出水、平成16年10月出水、
平成18年7月出水等では家屋浸水被害が発生していたため、堤防等の整備を重点的に実施し、近年出水の
平成18年7月出水規模（戦後2番目）の洪水を安全に流せるよう整備を行った。

１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策） 上流部

（２）事業の進捗状況 【立ヶ花狭窄部下流区間の堤防等整備状況】

上今井築堤（中野市）

大俣築堤（中野市）

岩井・田上築堤（中野市）

替佐築堤（中野市）

笠倉築堤（中野市）

牛出・栗林築堤（中野市）

蓮築堤（伍位野）（飯山市）

古牧築堤（中野市）

立ヶ花基準点

2

戸狩河道掘削(H18.7出水対応)（飯山市）



（２）事業の進捗状況 平成30年度末時点

１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

全体位置図（上流部）

3

上流部

N
堤防拡幅・築堤

常郷 （左岸23.8k付近）

（左岸24.1k～24.4k）

ときさと

耐震対策

篠井川排水機場 （右岸52.3k付近）
しのいがわ

小布施町

須坂市

長野市

堤防拡幅・改築

豊津 （左岸44.7k～45.3k）
とよつ

堤防拡幅・改築

蓮 （左岸37.2k付近）
はちす

浸透対策

穂高 （右岸28.7k～29.3k）

東小沼 （右岸30.0k～30.8k）

飯山 （右岸31.9k～33.5k）

ほたか

河道掘削

豊津～立ヶ花 （45.8k～52.3k）
とよつ たてがはな

飯山市

飯綱町

上流部平面図（図1-1）
：整備済み

：当面の事業

：整備中

：その後の事業

河道掘削

上境～飯山 （22.0k～32.0k）
かみさかい いいやま

耐震対策

御立野川排水機場（左岸28.6k付近）
おだてのがわ

河道掘削

静間～岩井 （35.8k～36.3k）
しずま いわい

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

柏尾 （右岸24.0k～26.0k）

戸狩 （左岸25.5k～27.0k）
とがり

かしお

堤防拡幅・改築

豊津 （左岸45.8k～46.9k）
とよつ

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

豊田 （左岸46.0k～47.5k）

（左岸48.0k～50.0k）

とよた

堤防拡幅・築堤

上今井～大俣 （右岸47.8k付近）
かみいまい おおまた

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

岩井 （右岸37.0k～41.0k）

蓮 （左岸35.0k～40.0k）

上今井 （右岸47.0k～48.0k）

いわい

はちす

かみいまい

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

立ヶ花 （右岸49.0k～51.0k）

（右岸51.5k～52.0k）

たてがはな

堤防拡幅・築堤

上今井～牛出 （右岸48.7k～50.9k）
かみいまい うしで

堤防拡幅・改築

上今井 （左岸48.7k～49.9k）
かみいまい

浸透対策

立ヶ花～押羽 （右岸52.2k～52.4k）
たてがはな おしは

河道掘削

津野～相之島 （55.3k～57.3k）
つの あいのしま

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

豊野 （左岸53.0k～53.5k）

（裏法尻の補強）

豊野 （左岸53.0k～59.9k）

とよの

とよの

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

村山 （右岸56.5k～58.0k）

（裏法尻の補強）

小布施～村山 （右岸52.3k～58.0k）

むらやま

おぶせ むらやま

中野市

信濃町

ひがしおぬま

いいやま

• 上流部では、昭和58年9月洪水と同規模の洪水を安全に流下させるため、河道掘削、堤防拡幅・築堤、浸透対策等を

実施する。（図1-1～1-3）

• 平成30年度末時点の大臣管理区間において堤防が必要な延長に対する計画断面堤防の整備状況は64.3％。



１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

（２）事業の進捗状況 平成30年度末時点

4

全体位置図（上流部）

上流部

須坂市

長野市

千曲市

上田市

長野市

坂城町

N

犀川
堤防拡幅・築堤

若穂綿内 （右岸62.8k～63.8k）
わかほわたうち

河道掘削

若穂牛島 （65.3k～66.3k）
わかほうしじま

堤防拡幅・築堤、浸透対策

小島田町 （左岸70.6k～71.3k）
おしまだまち

堤防拡幅・築堤

牧島～柴 （右岸69.1k～71.5k）
まきしま しば

河道掘削

小島田町～屋代 （70.8k～80.8k）
おしまだまち やしろ

：整備済み

：当面の事業

：整備中

：その後の事業

堤防拡幅・築堤

福島～若穂綿内（右岸60.3k～62.8k)
ふくじま わかほわたうち

堤防拡幅・築堤

若穂牛島 （右岸65.0k～65.8k）
わかほうしじま

堤防拡幅・築堤

浸透対策

柳原～屋島 （左岸60.1k～64.1k）

やなぎはら やしま

堤防拡幅・築堤

浸透対策

屋島～大豆島 （左岸64.1k～65.3k）
やしま まめじま

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

安茂里 （左岸5.5k～8.5k）
あもり

水衝部対策

若穂牛島 （右岸-0.1k～0.5k）
わかほうしじま

堤防拡幅・築堤

浸透対策

塩崎～野高場 （左岸81.2k～82.3k）
しおざき のたかば

耐震対策

更級川排水機場 （左岸83.2k付近）
さらしながわ

危機管理型ハード対策

（裏法尻の補強）

屋代 （右岸78.9k～79.1k）

（左岸81.3k～82.5k）

やしろ

堤防拡幅・築堤、浸透対策

須坂～若宮 （左岸86.4k～88.8k）
すざか わかみや

耐震対策

八王子排水機場 （左岸89.0k付近）

はちおうじ

堤防拡幅・築堤

上山田～上五明（左岸90.6k～92.7k）
かみやまだ かみごみょう

堤防拡幅・築堤、浸透対策

上五明～網掛 （左岸93.8k～95.5k）
かみごみょう あみかけ

水衝部対策

網掛 （左岸94.6k～94.8k）
あみかけ

堤防拡幅・築堤、浸透対策

小牧 （左岸105.5k～105.8k）
こまき

河道掘削

生田～大屋 （106.8k～109.3k）
いくた おおや

上田市

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

屋代 （右岸77.0k～78.0k）

屋代～戸倉 （右岸84.5k～85.5k）

やしろ

堤防拡幅・築堤、浸透対策

屋代 （左岸78.9k～79.2k）
やしろ あわさ

屋代～粟佐 （左岸79.8k～80.4k）

やしろ

堤防拡幅・築堤

塩崎 （左岸78.6k～79.9k）
しおざき

堤防拡幅・築堤

浸透対策

杭瀬下～中 （左岸82.8k～84.3k）

くいせけ なか

堤防拡幅・築堤、浸透対策

千本柳～上徳間（左岸86.6k～89.2k）
せんぼんやなぎ かみとくま

水衝部対策

磯部 （左岸90.2k～90.5k）
いそべ

堤防拡幅・築堤

磯部～坂城 （左岸91.2k～92.3k）
いそべ さかき

堤防拡幅・築堤、浸透対策

南条 （左岸95.8k～97.9k）
みなみじょう

水衝部対策

下塩尻 （左岸98.1k～98.4k）
しもしおじり

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

坂城 （右岸96.0k～97.0k）

上田 （右岸106.5k～109.0k）

さかき

うえだ

堤防拡幅・築堤

国分 （右岸106.8k～107.3k）
こくぶ

N

上流部平面図（図1-2）

千曲市

堤防拡幅・築堤、浸透対策

八幡 （左岸84.3k）

八幡～須坂 （左岸84.4k～85.9k）

やわた

やわた すざか

やしろ とくら

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

中之条 （左岸5.5k～8.5k）
なかのじょう



生坂村

安曇野市

松本市

池田町

N

犀川

１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）
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堤防拡幅・築堤

小立野 （右岸54.2k～55.3k）
おだつの

堤防拡幅・築堤

下生野 （右岸52.0k～53.2k）
しもいくの

堤防拡幅・築堤

南陸郷 （左岸53.0k～53.8k）
みなみりくごう

河道掘削

七貴～東川手 （57.8k～58.3k）
ななき ひがしかわて

堤防拡幅・築堤

七貴 （左岸59.0k～59.7k）

ななき

堤防拡幅・築堤

南穂高 （左岸63.3k～63.8k）
みなみほたか

堤防拡幅・築堤

田沢 （左岸65.8k～66.4k）
たざわ

水衝部対策

倭 （左岸73.7k～73.9k）
やまと

水衝部対策

梓 （左岸81.1k～81.3k）
あずさ

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）（裏法尻の補強）

（左岸53.0k～53.8k）

押野 （左岸55.0k～57.5k）

（左岸58.2k～59.2k）

堤防拡幅・築堤

七貴 （左岸57.0k～57.7k）

ななき

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

（左岸60.5k～63.5k）

豊科 （左岸64.0k～65.0k）

（左岸66.0k～66.5k）

堤防拡幅・築堤

中川手 （右岸59.1k～60.2k）
なかがわて

堤防拡幅・築堤

東川手 （右岸57.9k～59.1k）
ひがしかわて

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）（裏法尻の補強）

生坂 （右岸52.0k～55.2k）

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

明科 （右岸59.0k～59.5k）

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

田沢 （右岸61.5k～64.0k）

（右岸64.5k～66.0k）

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

大原 （左岸67.0k～68.0k）

（左岸68.5k～70.0k）

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

平瀬 （右岸69.0k～70.0k）

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

氷室 （左岸73.5k～74.5k）

（左岸75.0k～75.5k）

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

氷室～梓川 （左岸76.5k～85.0k）

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

根石～下島 （右岸76.5k～84.0k）

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

波田 （右岸85.0k～86.0k）

おしの

おおはら

ひむろ あずさがわ

ひらせ

たざわ

ひむろ

はた

あかしな

いくさか

ねいし しもじま

とよしな

：整備済み

：当面の事業

：整備中

：その後の事業

水衝部対策

波田 （右岸80.2k～80.3k）

はた

（２）事業の進捗状況 平成30年度末時点

松本市全体位置図（上流部）

上流部

上流部平面図（図1-3）



• 戸狩狭窄部は急激に川幅が狭くなる区間であり、平成18年洪水時では左岸側の集落で床上浸水被害が発生した。

• 平成18年洪水規模の流量を安全に流下させるため、平成29年までに戸狩狭窄部の河床掘削を実施した。

戸狩狭窄部掘削

22.0k

25.0k

H18.7出水時
浸水箇所

千曲川

（平成18年7月洪水）
千曲川（L23.8k川面地区）付近で浸水被害が発生

事業内容

整備前の出水状況

位置図

23.0k

千曲川

整備前 整備後

千曲川

千曲川
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（３）主な実施箇所 ①戸狩狭窄部河道掘削

１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

飯山市

上流部

とがり

とがり

とがり



• 千曲川の中流部は、県都長野市、須坂市が位置し、長野県中枢部の善光寺平を抱え、人口、資産の他、行政機能や

交通拠点も集積していることから、洪水が氾濫した場合は、甚大な被害、社会的混乱が予想される。

• 平18年7月洪水では、立ヶ花観測所で計画高水位まであと7cmに迫る10.68mを記録。

• 千曲川の堤防は、長野市、須坂市内の一部区間で高さ、断面が不足するいわゆる「弱小堤防」の状態であることから、

堤防の整備に加え堤防天端の兼用道路の拡幅を長野県、長野市と連携し、平成27年度から実施中。

事業内容

整備前の出水状況
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（３）主な実施箇所 ②屋島築堤、福島築堤

１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

屋島築堤

位置図 平成18年7月出水時の状況

千
曲
川

村山橋

長野市

須坂市

屋島橋上流より 村山橋左岸側より

村山橋

工事前（福島築堤） 工事後（福島築堤）

※屋島築堤に関しては、
現道の交通状況を踏まえ
道路管理者と協議の結果
段階的な盛土施工を実施中。

標準横断図

（※）

平成31年3月現在

▽H.W.L

上流部

福島築堤

村山橋

村山橋

▽H.W.L

屋島築堤

福島築堤

堤防漏水発生状況（右岸）

やしま ふくじま



• 小立野地区は平成18年7月洪水時上流ダム群の特例操作により越水破堤を回避した暫定堤防地区である。

• 平成18年洪水規模の流量を安全に流下させるため、平成28年度から堤防整備を実施中。

（平成18年7月洪水）
犀川（R55.0k）付近で水防活動及び上流ダム群の特例操作により浸水被害を防止。

事業内容

整備前の出水状況
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（３）主な実施箇所 ③小立野築堤

１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

54.0k

55.0k

小立野築堤

ダムの特例操作実施による水位

ダムの特例操作がなかった場合の水位

約60cm水位低下

小立野地区

▽H.W.L

標準横断図

位置図

H18.7 水防活動状況

上流ダム群の特例操作による水位低下

生坂村

工事前 工事後

平成31年3月現在

上流部

おだつの

おだつの



• 木島地区は戸狩狭窄部上流に位置しており、堰上げの影響区間であるため洪水時の水位上昇が著しく、当該箇所周

辺では昭和57年に右岸支川樽川の破堤、昭和58年に戸狩地区の破堤と被害が発生したことから、河川激甚災害対

策特別緊急事業と併せて築堤整備を推進した。

• しかし、その後の平成18年洪水や平成25年洪水で漏水の被害が立て続けに発生しており、治水安全上大きな課題と

なっていることから、一連区間の浸透に対する安全性を確保するための浸透対策を平成27年度より実施中。

事業内容

整備前の出水状況
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（３）主な実施箇所 ④木島護岸

１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

木島護岸

位置図

平成18年7月洪水時漏水状況 平成25年9月洪水時漏水状況

標準横断図平成31年3月現在

H18、H25出水時
漏水箇所
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事業の経緯
・大町ダムは多目的ダムとして昭和61年3月に完成。
・高瀬ダム、七倉ダムは発電専用ダムとして昭和54年に完成。
・信濃川水系河川整備計画を踏まえ、平成27年4月から大町ダム等再編事業の実施計画調査に着手

１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（既設ダムの有効活用）

事業の概要
・事業箇所 長野県大町市(信濃川水系高瀬川）
・事業目的 洪水調節（犀川、千曲川、信濃川の洪水軽減）
・事業内容 既設ダムを活かした洪水調節機能の確保

・既存の発電ダム（高瀬ダム、七倉ダム）の発電容量の一部、既設の多目的ダム（大町ダム）
の利水容量の一部を洪水調節容量に振り替え、操作ルールを変更して治水効果を向上

・安定的に治水・利水機能を発揮するための恒久堆砂対策施設の整備を実施

さい がわ

たか せ がわ

たか せ なな くら

上流部
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（３）主な実施箇所 ⑤大町ダム等再編事業

諸 元 高瀬ダム（東京電力HD） 七倉ダム（東京電力HD） 大町ダム（国）

総貯水容量 76,200千ｍ３ 32,500千ｍ３ 33,900千ｍ３

洪水調節容量
－

12,000千ｍ３

20,000千ｍ３

20,670千ｍ３

信濃川水系流域図

上段：再編事業前 下段：再編事業後

おおまち

おおまち
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２．河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持

• 平成26年1月の河川整備計画策定以降、主要地点における正常流量は適正に確保されている。

• 平成30年には管理区間における渇水の恐れがあることから、千曲川犀川渇水情報連絡会を17年振りに開催し関係

利水者間の情報連絡・共有を図った。

（１）主な実施状況 ①適正な流水の利用・管理、健全な水循環系の構築

11

主要地点流量状況 平成30年渇水対応

○流況、瀬切れ等の確認

小市正常流量設定地点の水深観測(平成30年8月10日)

⇒対象魚類の必要水深(鮎15㎝、ｳｸﾞｲ30㎝)に対し、現地水深45㎝～55㎝を確認。

ヘリ空撮による流況調査（H30.8.7撮影）
水深観測（H30.8.10）

水深55㎝

○千曲川犀川渇水情報連絡会の開催（平成30年8月1日）

千曲川・犀川の流量状況報告、今後の流量予測、渇水時の利水者間の水使用の情報連絡を実施

連絡会開催状況

①

観測地点①

観測地点②

②

水深45㎝

主要地点位置図

小市 流量状況（整備計画策定以降）
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流量状況報告（犀川：小市観測所）

上流部



３．河川環境の整備と保全

（１）主な実施状況 ①冠着地区

• 高水敷の冠水頻度が高くなることで千曲川本来の砂

礫河原環境が創出されることを目指して、河道掘削を

実施した。

• 河道掘削箇所では、砂礫河原の面積が大きくなった。

また、施工前はコチドリ等の営巣が局所的であったが、

施工後は営巣範囲の拡大が確認された。

整備前の断面図

整備後の断面図

最低年１回は
冠水する高さ

河道掘削樹木伐採

自然営力により攪乱される場を再生し礫
河原・水辺植生帯を再生・維持

高水敷の冠水頻度を高めるための河道掘削を行うことで、千曲川本来の
砂礫河原環境を創出し、その後も砂礫河原環境が維持される水辺環境の
保全・再生を目指す。

実施箇所と事業効果

○冠着地区の事業効果

上流部（H26年度施工）
・施工形状：平面掘削

約１/１０規模出水により、自然裸地（砂礫河原）の面積が大きくなった。

○近年の出水状況

施工
箇所

（冠着地区）

H27年 H28年 H29年

１月
❘

３月

４月
❘

６月

７月
❘

９月

10月
❘

12月

１月
❘

３月

４月
❘

６月

７月
❘

９月

10月
❘

12月

１月
❘

３月

４月
❘

６月

７月
❘

９月

10月
❘

12月

上流部 施工

中流部 施工

下流部 施工

1/2規模出水
（1,088 m3/s）

1/3規模出水
（1,416 m3/s）

約1/10規模出水
（2,700 m3/s）

○注目種（鳥類）の生息・生育状況

・各施工箇所において、継続的に営巣地を確認

・施工前は営巣が局所的であったが、施工後は営巣範囲が拡大

営巣地は局所
的に点在

営巣地が広範囲
に拡大

H26年4月 H30年4月

下流部（H28年度施工）
・施工形状：平面掘削

H26年5月撮影（施工前）

8
6
.0
k

8
6
.0
k

中流部（H27年度施工）
・施工形状：上流側：水路掘削

下流側：平面掘削H29年12月撮影（出水後）

事業内容
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上流部
かむりき

かむりき



上田市坂城町

東御市

立科町

上田市依田川地区

長和町

上田菅平
IC

《凡例》
高速道路 新幹線 役所
国道 在来線
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事業内容位置図

事業効果

• 親水広場やカヤックポート、自然観察エリアなど、水辺と触れ
合う空間を構築することを目的に、遊歩道やイベント広場、管
理棟などを整備することで利活用の充実を図り、市民はもとよ
り観光客にとっても魅力あるまちの拠点を創出し、地域の活性
化を推進する。

• デイキャンプ・バーベキュー広場では手軽にキャンプ等を楽しむことができ、目
的に合わせて広場を利用することができる。

• 千曲川ではカヤックやSUPを楽しむことができる。また遊歩道の整備により
ウォーキングやサイクリング等もでき、自由にスポーツを楽しむことができる。

• 芝生・イベント広場では各種イベントが開催され、みんなが集まる魅力的な拠点
となり、地域活性化に繋がる。

• しなの鉄道大屋駅から徒歩で10分程度と近く、また、駐車場も整備されるため、
利用しやすくなる。

大石橋

大屋駅

大石橋
芝生・イベント広場

親水広場

デイキャンプ・
バーベキュー広場

駐車場

管理棟
トイレ

遊歩道

カヤック・
SUP乗り場

大屋駅

SUPイメージ

現在の状況

整備後イメージ

• 誰もが集い、まちが賑わう地域拠点の創出を目的に、上田市・長野県・国土交通省が連携し、千曲川と依田川の合流

地点に水辺と触れ合う空間を構築する。

• 住民はもとより観光客も、水辺空間を目的に合わせて自由に利用することができ、地域の活性化につながる。

【デイキャンプ・
バーベキュー広場】

利用イメージ 【カヤック・
SUP乗り場】

利用イメージ

• 平成30年3月26日 かわまちづくり計画 登録認定
• 平成30年度は測量、設計を実施。
• 引き続き、令和元年度以降の整備に向け推進していく。

３．河川環境の整備と保全
（２）主な実施状況 ②千曲川×依田川地区かわまちづくり計画

伊藤河川部長 土屋上田市長

平成30年5月2日 登録証伝達式

上流部
よだがわ



４．河川管理施設等の点検・維持管理

（１）堤防等の維持管理状況

14 

●堤防や護岸の沈下、損傷や施設の老朽化の状況等を河川巡視などにより適切に把握し、必要に応じて所要の対策を講じている。
●出水等により河川管理施設が損傷した場合には、速やかな復旧を実施している。
●河川管理施設の異常の有無を早期に発見するため、計画的に堤防除草を実施している。

堤防等の維持管理

河川巡視状況 護岸施設損傷点検状況

大型機械の遠隔操作による除草状況 堤防除草状況

上流部



４．河川管理施設等の点検・維持管理

（２）堰、水門、排水機場等の河川管理施設の維持管理状況

15
樋門ゲート点検

● 平常時は、定期的な点検・整備による構造、機能、強度等の確保を図り、出水時は、円滑かつ適切な施設操作を実施している。

● 施設更新にあたっては、施設の信頼性の向上や長寿命化に向けた補修・更新を行うとともに、現状の部品を修繕して使用するなど戦略的な維持管
理・更新に努めている。

排水機場
水門

樋門・樋管

長野管内 13

戸倉管内 3 7

中野管内 3 18

松本管内 2

6 40

樋門巻上機点検 排水機場ポンプ点検

排水機場発電機整備 排水機場発電機点検

上流部



４．河川管理施設等の点検・維持管理
（３）河川内樹木の維持管理状況

16

●流下能力に影響を与える樹木及び河川巡視等に支障となる樹木については、環境に配慮しつつ、樹木伐採を実施している。

樹木伐採の必要性

伐採前 伐採後伐採前 伐採後

洪水流下の支障となる樹木が繁茂すると
河積（水を流す断面積）が小さくなり水位が上昇する

計画高水位以下に水位を保つよう適切に
樹木の管理を実施することが重要

樹木除去 樹木除去

水位上昇

河道内樹木群が
ない場合の水位

河道内樹木群が
ある場合の水位

河道内樹木群

中小洪水時の土砂の堆積

洪水時の上流への水位のせき上げ
と流速・偏流の増加が生じます

洪水時の流下土砂が再堆積が繰り返され
中州の固定化・樹林化の進行が生じます

偏流・河岸浸食の誘発 堤防等への樹木根進入 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ箇所の不法投棄立木の流出による閉塞

伐採前

伐採後

伐採事例

上流部
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４．河川管理施設等の点検・維持管理

（３）河道の維持管理状況
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• 樹木伐採については、管理伐採に加え、伐採コストの縮減及び資源の有効活用を図る取り組みとして、公募伐採も

実施している。

【従来型】

• 従来から河川法第27条を適用し、自家消費する個人利用を対象とし

た公募伐採を行っている。用意した区画数を公募し、応募多数の場

合は抽選により伐採者を決定する。伐採期間は２か月間としている。

【第25条伐採】

• 平成28年度からは、より大規模な伐採を目指し、河川法第25条を適

用して、営利を目的とする企業も参加可能な公募伐採を試行してい

る。千曲川全川及び犀川の一部を公募範囲としており、伐採期間は

３か月間としている。

伐採前 伐採後

公募伐採の状況（犀川右岸3k付近）
公募伐採の伐採面積

公募伐採の種類

公募伐採の実績

上流部



１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減・・・・・・・・・・・・・ Ｐ １

２．河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持 ・・・・・・・・・ Ｐ１３

３．河川環境の整備と保全 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ１４

４．河川の維持・修繕 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ１５

５．河道の維持管理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ Ｐ１６

〔中流部（大河津分水路・信濃川・魚野川)〕



１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

1

・中流部では、昭和56年8月洪水と同規模の洪水を安全に流下させるため、堤防拡幅・築堤、河道掘削、浸透対策等を
実施する。

• 当面の事業については、大河津分水路の改修、流下能力が不足する区間の築堤・河道掘削、大河津分水路右岸堤

防強化（浸透対策）などを実施する。

（１）当面及び全体の実施手順

（表1-1） 治水対策の当面及び全体の事業展開

整備メニュー
当面の事業※（7年間）

平成26年度～令和2年度
(2014年度～2020年度)

その後の事業
令和3年度～令和25年度
(2021年度～2043年度)

大河津分水路改修

河道掘削・樹木伐採

堤防拡幅・築堤

耐震対策

水衝部対策

支川合流点処理

浸透対策

河川防災ステーション等整備

危機管理型ハード対策
（堤防天端保護・法尻補強）

中流部

※当面の事業は、事業再評価の際に、河川改修事業における事業の効率性の向上及び透明性を確保する目的
で、各河川における5～7年程度の整備に関して、事業実施箇所や事業内容を明らかにしているもの。



１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

（２）事業の進捗状況 平成30年度末時点

2

・中流部では、昭和56年8月洪水と同規模の洪水を安全に流下させるため、堤防拡幅・築堤、河道掘削、浸透対
策等を実施する。（図1-1～1-6）

・平成30年度末時点の大臣管理区間において堤防が必要な延長に対する計画断面堤防の整備状況は64.3%。

5.0k

浸透対策
てらどまりへびつか ご せんごく

寺泊蛇塚～五千石（左岸4.2k～1.9k）

5.0k

燕市

長岡市

整備位置図（大河津分水路・信濃川中流部（～14k））（図1-1）

長岡市

三条市

見附市

弥彦村

大河津分水路改修
てらどまり のづみ ご せんごく

寺泊野積～五千石
（8.8k～-1.0k）

浸透対策
おお た ご せん ごく

太田～五千石（右岸4.25k～-2.1k）

耐震対策
ね の あけ

子ノ明樋管（右岸4.1k）

耐震対策
しまざきかわ

島崎川樋管（右岸3.1k）

耐震対策
ごせん ごく

五千石樋管（右岸1.3k）

河川防災ステーション等整備
おおかわ づ

大川津（右岸0.0k）
耐震対策

おお こう づ あらいぜき

大河津洗堰（-1.5k）
浸透対策

なみ き しん でん

並木新田（右岸5.4k～5.6k）

浸透対策
なが ろ くろ づ まち

長呂～黒津町（右岸7.0k～11.3k）

浸透対策
かわぶくろまち まきしたまち

川袋町～槇下町（左岸10.0k～13.1k）

浸透対策
くろ づ まち

黒津町（右岸11.4k～11.5k）
くろ づ まち

黒津町（右岸12.0k～12.1k）

堤防拡幅・築堤
てんじん まち まきした まち

天神町～槇下町（右岸12.1k～12.8k）

河道掘削
まきしたまち ふじさわまち

槇下町～藤沢町（12.8k～14.9k）
14.0k

信
濃
川

5k

0k
0k

5k

10k

15k

20k

25k

30k

35k
40k

45k

50k

55k

60k

65k

70k

75k

28k

25k

20k

15k

10k
5k

0k

危機管理型ハード対策
（堤防天端の保護)

てらどまりいわかた

寺泊岩方(1.0k～2.0k)

危機管理型ハード対策
（堤防天端の保護)

ま ごし

馬越(3.5k～3.75k)

危機管理型ハード対策
（堤防天端の保護)

はらうら

原裏(5.5k)

危機管理型ハード対策
（堤防天端の保護)

くろ づ まち

黒津町(11.0k～11.25k)

危機管理型ハード対策
（堤防天端の保護)

くろ づ まち

黒津町(12.0k～12.5k)

危機管理型ハード対策
（堤防天端の保護)

てん じん まち

天神町(10.75k～11.0k)

凡例

中流部

：整備済み

：当面の事業

：整備中

：その後の事業



１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

3

（２）事業の進捗状況 平成30年度末時点

長岡市

整備位置図（信濃川中流部（12k～28k））（図1-2）

長岡市

小千谷市

河道掘削
まきした まち ふじさわ まち

槇下町～藤沢町（12.8k～14.9k）

浸透対策
くそう づ まち おおみやまち

草生津町～大宮町（右岸18.4k～20.3k）

浸透対策
ざ おう にし ざ おう

蔵王～西蔵王（右岸14.8k～15.3k）
まつ ば

松葉（右岸15.3k～15.7k）
すいどうちょう

水道町（右岸15.7k～16.0k）

浸透対策
みやぜき まち おかむら まち

宮関町～岡村町（左岸15.5k～17.6k）

浸透対策
なかじま しな の

中島～信濃（右岸17.0k～17.6k）

河川防災ステーション等整備
しなの おかむらまち

信濃～岡村町（右岸17.8k）

太田川合流点処理
くそう づ まち

草生津町（右岸18.3k）

浸透対策
くそう づ まち

草生津町（右岸18.4k～18.5k）（太田川左岸）

河道掘削
しも やま まち

下山町（19.3k～19.7k）

浸透対策
しも やま まち

下山町（左岸20.0k～20.3k）

堤防拡幅・築堤
おお みやまち うら

大宮町～浦（右岸20.5k～24.1k）

浸透対策
いい じま いい じま ぜんべい こしんでん

飯島～飯島善兵衛古新田
（左岸20.8k～21.3k）

堤防拡幅・築堤
うら

浦（左岸23.5k～24.3k）

25.0k
浸透対策

うら かま が しま

浦～釜ヶ島（左岸24.2k～25.5k）

堤防拡幅・築堤
うら かま が しま

浦～釜ヶ島（右岸24.4k～25.5k）

浸透対策
かま が しま

釜ヶ島（右岸25.3k～26.1k）

堤防拡幅・築堤
かま が しま いわ の

釜ヶ島～岩野（左岸25.5k～27.0k）

浸透対策
いわ の

岩野（右岸27.1k～27.8k）

15.0k

12.0k

28.0k

5k

0k
0k

5k

10k

15k

20k

25k

30k

35k
40k

45k

50k

55k

60k

65k

70k

75k

28k

25k

20k

15k

10k
5k

0k

危機管理型ハード対策
（堤防天端の保護)

しもやま

下山(19.25k～20.25k)

危機管理型ハード対策
（堤防天端の保護)
うら

浦(23.75k～24.25k)

危機管理型ハード対策（裏法尻の補強)
まえ じま まち

前島町(20.5k～24.0k)

危機管理型ハード対策
（堤防天端の保護)

あお しままち

青島町(24.0k)

浸透対策
うら

浦（右岸24.1k～24.3k）

危機管理型ハード対策（堤防天端の保護)
さ こん

左近(左岸19.25k)(太田川左岸)

危機管理型ハード対策（堤防天端の保護)
さ こん

左近(右岸19.25k)(太田川右岸)

凡例

中流部

：整備済み

：当面の事業

：整備中

：その後の事業



１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

（２）事業の進捗状況 平成30年度末時点

4

小千谷市
魚沼市

長岡市

整備位置図（信濃川中流部（27k～55k））（図1-3）

水衝部対策
いわさわ

岩沢（右岸51.1k～51.2k）

浸透対策
たか なしちょう

高梨町（左岸27.2k～27.4k、27.4k～27.6k、27.6k～27.7k）

堤防拡幅・築堤
たかなしちょう

高梨町（左岸27.8k～28.6k）

浸透対策
たかなしちょう さん ぶ しょう

高梨町～三仏生（左岸28.6k～31.2k）

浸透対策
ち や

千谷（左岸32.5k～32.7k）

河道掘削
ち や かみがた かい

千谷～上片貝（33.1k～39.3k）

堤防拡幅・築堤
かみがた がい

上片貝（左岸37.8k～39.4k）

堤防拡幅・築堤
かわぐち うし が しま

川口牛ヶ島（右岸39.3k～40.0k）

河道掘削
かわぐち うし が しま にし かわ ぐち

川口牛ヶ島～西川口（39.7k～43.4k）

堤防拡幅・築堤
にし かわぐち

西川口（右岸41.9k～42.3k）

堤防拡幅・築堤
かわ い しん でん

川井新田（左岸43.6k～45.5k）

河道掘削
かわ い

川井（43.6k～44.4k）

45.0k

堤防拡幅・築堤
かわ い

川井（右岸45.3k～47.0k）

河道掘削
かわ い かわ い しん でん

川井～川井新田
（45.3k～46.3k）

河道掘削
まっと ちょう

真人町（49.7k～52.4k）

堤防拡幅・築堤
いわさわ

岩沢（右岸51.2k～53.2k）

35.0k

55.0k

27.0k

長岡市

小千谷市

十日町市

信
濃
川

信濃川

5k

0k
0k

5k

10k

15k

20k

25k

30k

35k
40k

45k

50k

55k

60k

65k

70k

75k

28k

25k

20k

15k

10k
5k

0k危機管理型ハード対策（裏法尻の補強)
もと まち

元町(34.25k)

危機管理型ハード対策（裏法尻の補強)
にし かわぐち

西川口(40.0k～41.0k)

危機管理型ハード対策（裏法尻の補強)
う の き

卯ノ木(43.5k～44.0k)

危機管理型ハード対策（裏法尻の補強)
まっと

真人(50.5k～51.5k)

危機管理型ハード対策（裏法尻の補強)
まっと

真人(53.0k～54.5k)

危機管理型ハード対策（堤防天端の保護)
みょうけんまち

妙見町(29.5k～30.0k)

危機管理型ハード対策（裏法尻の補強)
う

ひ生(32.25k)

危機管理型ハード対策（裏法尻の補強)
にし かわぐち

西川口(42.0k)

危機管理型ハード対策（裏法尻の補強)
かわ い

川井(44.0k～44.5k)

危機管理型ハード対策（裏法尻の補強)
かわ い

川井(44.5k～45.0k)

凡例

中流部

：整備済み

：当面の事業

：整備中

：その後の事業



１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

（２）事業の進捗状況 平成30年度末時点

5

十日町市

南魚沼市

信
濃
川

十日町市

整備位置図（信濃川中流部（55k～））（図1-4）

55.0k

浸透対策
ね

子（右岸64.8k～64.9k）

水衝部対策
なかじょう こう

中条甲（右岸60.1k～60.7k）

浸透対策
なかじょう こう

中条甲（右岸60.7k～61.1k）

浸透対策
とら おつ

寅乙（右岸63.5k～64.1k） 堤防拡幅・築堤
とら おつ ね

寅乙～子（右岸64.1k～64.8k）

堤防拡幅・築堤
ね

子（右岸64.9k～65.5k）

浸透対策
すがた

姿（左岸70.0k～70.1k）
水衝部対策

ば ば へい

馬場丙（右岸70.3k～70.5k）

65.0k

魚沼市
長岡市

宮中ダム

5k

0k
0k

5k

10k

15k

20k

25k

30k

35k
40k

45k

50k

55k

60k

65k

70k

75k

28k

25k

20k

15k

10k
5k

0k

危機管理型ハード対策（裏法尻の補強)
おき だて

沖立(59.5k～60.0k)

危機管理型ハード対策（裏法尻の補強)
かみしんでん

上新田(58.0k)

危機管理型ハード対策（裏法尻の補強)
なかじょうきたはら

中条北原(59.0k～59.5k)

危機管理型ハード対策（堤防天端の保護)
し ま

市島(63.0k)

危機管理型ハード対策（堤防天端の保護)
たかやま

高山(65.0k)

危機管理型ハード対策（裏法尻の補強)
こ ぐろ さわ

小黒沢(65.0k)

凡例

中流部

：整備済み

：当面の事業

：整備中

：その後の事業



１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

（２）事業の進捗状況 平成30年度末時点

6

魚沼市

小千谷市

長岡市

小千谷大橋

整備位置図（魚野川（～14k））（図1-5）

浸透対策
ひがしかわぐち

東川口（右岸0.4k）
東川口（右岸0.8k～1.3k）
東川口（右岸1.3k～1.6k）

浸透対策
にしかわぐち

西川口
（左岸0.6k～1.3k）

5.0k

河道掘削
かわ ぐち わ な づ

川口和南津
（5.4k～6.2k）

河道掘削
にしかわぐち

西川口
（1.7k～2.4k）

河道掘削
かわ ぐち わ な づ

川口和南津
（3.4k～4.2k）

築堤
かわぐち わ な づ

川口和南津
（左岸3.9k～4.3k）

浸透対策
しんどう じま しも しん でん

新道島～下新田
（右岸5.8k～7.2k）

堤防拡幅・築堤
しん どう じま

新道島
（左岸6.2k～6.8k）

大沢川合流点処理
しん どう じま

新道島
（左岸6.2k）

河道掘削
しも しん でん

下新田
（6.8k～7.3k）

堤防拡幅・築堤
りゅうこう

竜光
（右岸7.2k～7.9k）

芋川合流点処理
りゅうこう

竜光
（右岸7.3k）

水衝部対策
とく だ

徳田
（左岸8.4k～8.8k）

危機管理型ハード対策（裏法尻の補強）
ね ご や

根小屋（右岸10.0k～10.25k）

堤防拡幅・築堤
ね ご や

根小屋（右岸10.0k～10.5k）

長岡市

信
濃
川

14.0k

5k

0k
0k

5k

10k

15k

20k

25k

30k

35k
40k

45k

50k

55k

60k

65k

70k

75k

28k

25k

20k

15k

10k
5k

0k

浸透対策
りゅうこう とく だ

竜光～徳田
（右岸7.9k～8.5k）

水衝部対策
ね ご や

根小屋（右岸8.8k～9.1k）
根小屋（右岸9.1k～9.4k）

浸透対策
ね ご や

根小屋（右岸9.5k～9.8k）

危機管理型ハード対策
（裏法尻の補強)
ひがしかわぐち

東川口(1.25k)

危機管理型ハード対策
（裏法尻の補強)

しんどうじま

新道島(5.75k～6.75k)

危機管理型ハード対策
（裏法尻の補強)

むかえじま

向島(8.25k)

危機管理型ハード対策
（裏法尻の補強)

ね ご や

根小屋(9.75k)

凡例

中流部

：整備済み

：当面の事業

：整備中

：その後の事業



１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

（２）事業の進捗状況 平成30年度末時点

7

八
海
橋

南魚沼市

南魚沼市

魚沼市

十日町市

小千谷市 長岡市

整備位置図（魚野川（14k～））（図1-6）

15.0k

水衝部対策
うら さ

浦佐（左岸21.9k～22.2k）

浸透対策
こ しん でん

古新田（右岸14.0k～14.9k）

浸透対策
あお しま

青島（左岸14.1k～14.9k）
青島（左岸15.0k～15.9k）
青島（左岸16.2k～16.3k） 水衝部対策

い せ じま

伊勢島（右岸15.3k～15.4k）

浸透対策
とお か まち

十日町（右岸17.3k～18.2k）
十日町（右岸18.6k～18.8k）

浸透対策
ご か

五箇（左岸18.7k～19.0k）
五箇（左岸19.5k～19.8k）

25.0k

河道掘削
おかしん でん うら さ

岡新田～浦佐（19.6k～22.6k） 浸透対策
うら さ

浦佐（右岸20.2k～21.4k）

水衝部対策
うら さ

浦佐（右岸21.5k～21.7k）

浸透対策
せり だ

芹田（左岸22.7k～22.8k）
芹田（左岸22.9k～23.1k）
えび しま

鰕島（左岸23.5k～24.3k）

河道掘削
りゅう こ しんでん

柳古新田（24.3k～24.5k）

水衝部対策
ここのか まち

九日町（左岸24.5k）

浸透対策
いま まちしんでん

今町新田（右岸25.2k～25.3k）
今町新田（右岸25.5k～25.6k）

堤防拡幅・築堤
いままちしんでん

今町新田（右岸25.3k～26.1k）

浸透対策
いままち

今町（左岸25.6k）

水衝部対策
いままち

今町（左岸25.6k～26.0k）
いつか まち

五日町（左岸26.9k～27.0k）

浸透対策
ふもと

麓（右岸27.0k～27.9k）

浸透対策
ふもと しも はらしんでん

麓～下原新田（左岸27.4k～27.9k）

河道掘削
ふもと

麓（27.5k～27.9k）

14.0k

魚沼市

浸透対策
あま が しましんでん

海士ヶ島新田（右岸23.7k～23.9k）
りゅう こ しんでん

柳古新田（右岸23.9k～24.2k）

5k

0k
0k

5k

10k

15k

20k

25k

30k

35k
40k

45k

50k

55k

60k

65k

70k

75k

28k

25k

20k

15k

10k
5k

0k

危機管理型ハード対策（堤防天端の保護)
ここのか まち

九日町(23.45k～～24.65k)

危機管理型ハード対策（堤防天端の保護)
いつ か まち

五日町(26.45k～27.65k)

危機管理型ハード対策
（裏法尻の補強)

えび しま

鰕島(22.25k～22.45k)

危機管理型ハード対策
（堤防天端の保護)

えび しま

鰕島(22.65k～23.25k)

危機管理型ハード対策
（堤防天端の保護)

あま が しま

海士ヶ島(23.85k～24.45k)

危機管理型ハード対策
（堤防天端の保護)

いままち しん でん

今町新田(24.45k～～25.85k)

危機管理型ハード対策
（堤防天端の保護)

みず お しんでん

水尾新田(25.85k～～27.45k)

凡例

中流部

：整備済み

：当面の事業

：整備中

：その後の事業
危機管理型ハード対策（堤防天端の保護)

ご か

五箇(17.85k～18.65k)



（３）主な実施箇所 ①大河津分水路改修事業

１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

・大河津分水路は、河口部において洪水を安全に流下させる断面が不足。
・戦後最大規模（S56年8月）の洪水が流下した場合、分水路上流の長岡市付近まで計画高水位を超過。
・水位上昇の影響で氾濫が想定される区域には、新潟市、長岡市、燕市などが位置。
・大河津分水路の改修（分水路の拡幅）により、戦後最大規模の洪水に対して家屋の浸水被害の防止又は軽減。

※大河津分水路は、信濃川上中流部の洪水を日本海にバイパスして新潟市街地等を洪水氾濫の危険性から守る人工河川。

日本海

だいにとこがため

第二床固改築

山地部掘削

のづみばし

野積橋架替
低水路掘削

大河津分水路

渡部橋

大河津
洗堰

信
濃
川

大河津
可動堰

ＪＲ越後線
大河津橋

7.4K

信濃川流域

位置図(図1-7)

大河津分水路事業概要(図1-9)

S56年8月洪水 小千谷市元町

洪水 信濃川中流部における家屋浸水被害

S56年8月洪水 床上浸水1,446戸 床下浸水1,502戸

H23年7月洪水 床上浸水 229戸 床下浸水 689戸

H23年7月洪水 魚沼市下島

Ｈ23年7月洪水では大河津可動堰の上流で計画高水位を超過

新潟市

長岡市

大河津
分水路

計画高水位
超過区間
（約23km）

燕市

事業内容

○目的：戦後最大規模（S56年8月）の洪水に対して家屋の浸水被害の防止又は軽減。

○事業箇所：新潟県長岡市、燕市

○事業内容：放水路の拡幅（山地部掘削、第二床固改築、野積橋架替等）

○事業期間：H27年度～R14年度

○全体事業費：約1,200億円

8

川幅約280m

DL=0.00

約100m拡幅

近年の災害(図1-8)

にいがたけん ながおかし つばめし

おぢやし もとまち うおぬまし しもじま

ながおかしにいがたし つばめし

ながおかし

にいがたし

中流部



（３）主な実施箇所 ①大河津分水路改修事業

１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

●平成３１（令和元）年度
野積橋架替工事を推進。
本格的に山地部掘削・運搬を推進。
新第二床固の工事を推進。

●平成２７年度着手～平成２９年度まで用地協議後、用地取得を開始・実施。
野積橋架替の詳細設計を実施（道路管理者と平成28年度末施行協定を締結）。架替工事着手。
分水路高水敷上に山地部掘削土運搬のための工事用道路工事に着手。
新第二床固の準備工事として河口部掘削工事着手。

●平成３０年度
用地取得を実施。野積橋架替工事を推進。工事用道路完成。山地部掘削の推進。
新第二床固等の工事に着手。

平成３１（令和元）年度実施内容これまでの経緯

山地部掘削箇所 全景 山地部掘削箇所 近景

山地部掘削状況 下流より望む 山地部掘削状況 上流より望む

野積橋架替（H29～）、河口部掘削（H29～）
R元年5月10日撮影

R元年5月10日撮影

新第二床固改築
（H30～R8予定）

●老朽化による機能の低下が懸念。
河口部の拡幅に併せ、新しい第二床
固を設置。

●幅は、現在より１００ｍ大きくな
り、高さは、現在と同じT.P.+5.0m
で、副堰堤の下流に位置。

第二床固

完成イメージ

現 況

野積橋橋台跡

新第二床固

河口部（泊地部）掘削状況

→
新野積橋Ｐ２橋脚の整備状況

→

山地部掘削（約1,000万m3）（H30～）

9

工事等の実施状況(図1-10)

中流部



（３）主な実施箇所 ②塩殿川井岩沢地区改修事業

１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

・中流部の蛇行区間（塩殿、川井、岩沢地区）は流下能力が不足しており、上流部の改修も踏まえ、早急に対策を進める必要がある。
・岩沢・塩殿地区においては、平成２７年度より事業着手。
・防災減災・国土強靱化のための３カ年緊急対策に基づき、令和元年度６月より河道掘削を実施予定。

岩沢地区改修事業整備状況(図1-12)

1:2
.0

1:
1.
54

1:2.0

1:2.0

1:2.57

標準横断図

G

As-1

Ag

B

DL=65.00

H.W.L 72.202

NO.34

GH=69.78

標準断面図

DL=70.00

NO.13

▽74.843

実施個所（河道掘削・築堤）

魚野川

岩沢地区

塩殿地区
川井地区

関越自動車道

信濃川

至 長野市

至 長岡市

岩沢地区 河道掘削状況

川井地区 築堤状況

位置図(図1-11)
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かわい

いわさわ

いわさわ

しおどの いわさわかわい

しおどの いわさわかわい

いわさわ しおどの

新潟市

新潟県

大河津分水路

佐渡島

川井地区改修事業整備状況(図1-13)
かわい

塩殿川井岩沢地区

中流部



（３）主な実施箇所 ③大河津分水路右岸堤防強化事業

１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

・過去の出水時に堤防法尻からの漏水を確認。漏水の原因は“河川水や降雨の浸透”。
・大河津分水路の堤防の断面を拡大（川裏側の緩傾斜化）することにより、堤防の安全性を確保。
・堤防断面拡大に必要な材料（土砂）については、大河津分水路の改修での掘削予定地から土取りを行う。(発生土砂の有効活用、コスト縮減を図る)
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2.1k4.25k

大河津分水路
漏水発生箇所

大河津分水路右岸
3.0k付近

H18年7月洪水

大河津分水路右岸
4.2k付近

S57年9月洪水

破堤時の想定被害
・対象洪水：11,000m3/s（1/150確率小千谷地点）
・破堤点 分水路右岸0.2K
・被害人口 約9.5万人
・被害額 約9,706億円

新潟市

新潟県燕市大河津地先

新潟県

大河津分水路

佐渡島

標準横断図（B-B’断面）

氾濫シミュレーション（本事業実施区間付近での破堤時）(図1-16)

事業区間(図1-15)

位置図(図1-14)

整備状況(図1-17)

L=2,150m

大河津地区 整備状況

中流部



（３）主な実施箇所 ④上片貝地区

１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

・平成23年7月新潟・福島豪雨の洪水では、家屋の間際まで氾濫し危険な状態となった。
・堤防を整備し家屋浸水被害を軽減するため、平成24年度から平成27年度にかけて築堤を実施した。

信濃川

上片貝地区

平成23年7月新潟・福島豪雨（H23.7.30洪水ピーク時撮影）

信濃川

信濃川

上片貝地区築堤(図1-20)

12

信濃川

整備後全景

整備区間

位置図(図1-18)

整備前の出水状況(図1-19)

250

3250 3250

250
6500

新潟
市

新潟県

大河津分水路

佐渡
島

かみがたがい

にいがた ふくしま

にいがた ふくしま

かみがたかい

整備前 整備後

上片貝地区

中流部



２．河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持

（１）健全な水循環系の構築 ～中流部における水環境改善～
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自主放流 0.26m3/s

維持放流 20.00m3/s

維持放流 7.00m3/s

維持放流 40.00m3/s

宮中取水ダム 試験放流前
（H13.7.19 放流量7.10m3/s）

宮中取水ダム 試験放流
（H16.8.21 放流量22.65m3/s）

試験放流の実施(図2-1)

維持放流の変更(図2-3)

・中流部では、信濃川の豊富な水量を利用した発電が東京電力やJR東日本により行われており、西大滝ダム地点から宮中取水ダム
を経て、魚野川合流点までの約63.5kmは、河川流量の少ない減水区間となっており、魚類等の生息環境の悪化・生息場の減少といった
水環境の悪化が指摘されていた。

・中流部の発電取水による減水区間環境改善の取り組みとして、H11年度に「信濃川中流域水環境改善検討協議会」を設置し、H20年度
に宮中地点40m3/s、西大滝ダム地点20m3/sの河川流量確保及び魚道改善必要性が「提言」としてまとめられた。

・H22年度から「宮中取水ダム試験放流検証委員会」により「提言」に基づいて試験放流を実施し水環境の改善を確認。
・放流増により、サケの遡上数が大幅に増加するなど水環境の改善が確認されたほか、十日町市ではラフティング等を取り入れた河川利

用も活発化している。（かわまちづくり計画策定中）

0
200
400
600
800

1000
1200
1400
1600

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

試
験
放
流
開
始

宮
中
魚
道
改
修

※調査年により、中断期間あり

宮中ダムにおけるサケ遡上数(図2-2)

とおかまちし

中流部



十日町市かわまちづくり協議会の構成
【参加団体】
・十日町カヌー倶楽部
・信濃川ラフティング協会
・馬場・水沢・太田島整備促進協議会
・中里まちづくり協議会
・十日町市（建設課、観光交流課、中里支所）
・信濃川河川事務所

十日町市

十日町地区かわまちづくり

14

整備イメージ図（ミオンなかさと地区）

信濃川でのラフティング状況 大地の芸術祭 芸術作品

３．河川環境の整備と保全

・信濃川の持つ魅力（ラフティングなど）と大地の芸術祭の作品を結びつけた魅力的な水辺空間を創造する。
・現在、協議会を設立し、ハード整備やソフト対策を検討中。

（１）主な実施状況 ①十日町地区かわまちづくり

ラフティング 利用状況(図3-1) 大地の芸術祭 芸術作品展示状況(図3-2)

新潟市

新潟県

大河津分水路

佐渡島

十日町地区

十日町地区かわまちづくりの概要(図3-3)

平面図

ラフティング利用者数の推移状況

とおかまち

とおかまちし

とおかまち

とおかまち

ばば みずさわ おおたじま

なかさと

とおかまち なかさと

中流部



・樋門・樋管の操作について、全国的に水門等操作員の人材が不足。さらに、集中豪雨発生頻度の増加、流域の開発による流出速
度上昇とそれに伴う急激な水位上昇により、洪水時の樋門・樋管の開閉操作の遅れが生じるおそれあり。

・樋門・樋管の確実な閉鎖を行うため、既設ゲートをフラップゲート化し、無動力構造とすることで、操作遅れの解消及び操作員
退避水位を超えた際にもゲート閉鎖が可能となる。

・十日町市姿樋管は、現在、操作員による電動操作を行っているが、フラップゲート化により、本川水位が支川水位を上回ると無
動力でゲート閉鎖がなされ、操作遅れの解消、操作員退避水位を超えた際のゲート閉鎖が可能となる。

ゲート一般図（姿樋管無動力化）

フラップゲート構造イメージ
上ヒンジ式浮体ゲート

姿樋管扉体（改造前）

◆工事概要
施工場所 十日町市姿地先
製作・土木工事 約３ヵ月間
完成 Ｈ３１．２月

フラップゲート化 完成

信
濃
川

４．河川の維持・修繕

（１）堰、水門、排水機場等の河川管理施設の維持管理状況 姿樋管ゲート改善について
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工事概要(図4-1)

とおかまちし すがた

とおかまちし すがた

中流部



５．河道の維持管理
（１）適切な樹木管理

16

・河川協力団体と河川法99条に基づく委託契約を締結し、樹木伐採を実施している。

・平成21年度より公募伐採を実施している。平成30年度はより多くの方に、比較的簡単に、しかも安全に伐採い

ただけるよう下記の取組を行ったところ、例年よりも応募者、伐採面積ともに増加。

・維持管理工事と比べコストを縮減。

←信濃川

樹木伐採範囲位置図

伐採前

伐採後 ←信濃川

←信濃川

伐採範囲 長岡大橋上下流 10m×435m×2＝8,700㎡
現地状況 河川の状態把握に支障、不法投棄発生

害虫（アメシロ）が毎年発生
伐採時期 平成30年11月1日～10日
委託費用 約１．５百万円（伐採・小割・集積まで）
（維持管理工事の場合 約２．３百万円 →約３５％の縮減）

④ チェーンソーの取扱講習会を初めて開催
伐採者６名参加。
河川協力団体の協力を得て開催。

➁ 公募範囲を例年の２倍強に拡大
例年約３万㎡ → 今回６．５万㎡

➂ 伐採１区画当たりの面積をコンパクトに
例年約500㎡ → 今回約200㎡程度

チェーンソーの
状態確認、手入れ方法

1
43
5

7
6

2

8 910
1112

1314

至 国道117号線

➀ すべての伐採区画が進入路に面し、積込やすく

平成30年度の伐採状況区画割り事例（長岡市西川口地区）

【結果】
伐採者→ ３２名（過去最高）
伐採区画・面積 → ７１区画、14,600m2（過去最高）

河川協力団体による樹木伐採の概要(図5-1) 公募伐採の新たな取組内容(図5-2)

ながおか

中流部
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〔下流部（関屋分水路・信濃川・本川下流)〕



１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

• 下流部では、平成23年7月洪水と同規模の洪水を安全に流下させるため、河道掘削、堤防拡幅・築堤、浸透対策等を

実施。

• 当面の事業については、平成23年7月洪水におけるHWL超過区間において、HWL未満で安全に流下できるための河

道掘削と、本川下流及び上流堤防未整備区間の堤防整備等を概ね5年間で実施することを想定。

（１）当面及び全体の実施手順

整備メニュー
当面の事業 ※（5年間）

平成26年度～平成30年度
（2014年度 ～ 2018年度）

その後の事業
平成31年度～令和25年度
（2019年度 ～ 2044年度）

河道掘削

堤防拡幅・築堤

耐震対策

水衝部対策

支川合流点処理

浸透対策

河川防災ステーション等整備

危機管理型ハード対策
（堤防天端の保護・裏法尻の補強）

表1-1 治水対策の当面及び全体の事業展開

1

下流部

※当面の事業は、事業再評価の際に、河川改修事業における事業の効率性の向上及び透明性を確保する目的
で、各河川における5～7年程度の整備に関して、事業実施箇所や事業内容を明らかにしているもの。
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加茂市

• 下流部では、平成23年7月洪水と同規模の洪水を安全に流下させるため、河道掘削、堤防拡幅・築堤、浸透対策等を実

施。（図1-1）

• 平成30年度末時点の大臣管理区間において堤防が必要な延長に対する計画断面堤防の整備状況は94.0％。

（２）事業の進捗状況

１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

整備状況（平成30年度末時点）

計画断面堤防・・・94.0％

：当面の事業
：その後の事業
：整備済み
：整備中
：現況堤防位置

整備位置図 （図1-1）

2

河道掘削
覚路津～子成場 （右岸11.9k～17.2k）
かくろづ こなしば

支川合流点処理
中ノ口川 （左岸6.0k付近）
なかのくち

河道掘削
関屋堀割町～美咲町（0.1k～2.5k）
せきやほりわりちょう みさきちょう

危機管理型ハード対策
（堤防天端の保護）

天神林 （右岸28.8k～29.7k）

浸透対策
善久 （左岸5.9k～6.5k）
ぜんく

耐震対策
新潟大堰 （0.1k付近）
にいがたおおぜき

耐震対策
西川排水機場 （2.1k付近）
にしかわ

耐震対策
信濃川水門 （1.6k付近）
しなのがわ

耐震対策
鳥屋野潟排水機場（4.2k付近）

とやのがた

浸透対策
美咲町～楚川（右岸2.5k～6.1k）
みさきちょう そがわ

耐震対策
鷲ノ木水門 （7.1k付近）
わしのき

耐震対策
覚路津水門 （11.6k付近）
かくろづ

耐震対策
才歩川水門 （24.0k付近）
さいかちがわ

河道掘削
横場新田～保明新田 （右岸26.8k～28.2k）
よこばしんでん ほみょうしんでん

支川合流点処理
加茂川 （右岸28.8k付近）
かもがわ

河道掘削
加茂新田～山島新田 （右岸30.6k～32.6k）
かもしんでん やまじましんでん

水衝部対策
山島新田～加茂新田 （右岸32.6k～32.9k）
やまじましんでん かもしんでん

水衝部対策
天神林～柳場新田 （右岸33.3k～33.8k）
てんじんばやし やなぎばしんでん

河道掘削
柳川新田～三貫地新田 （右岸34.6k～36.6k）

やなぎばしんでん さんがんじしんでん

河道掘削
栗林 （右岸37.1k～38.6k）
くりばやし

河道掘削
大島～下須頃 （左岸38.4k～39.2k）
おおじま しもすごろ

河道掘削
石上 （右岸39.0k～40.2k）
いしがみ

河道掘削
下須頃～上須頃 （左岸40.3k～41.6k）
しもすごろ かみすごろ

河道掘削
荒町～本町 （右岸40.6k～41.2k）
あらまち ほんちょう

耐震対策
中ノ口川水門 （34.0k付近）
なかのくちがわ

危機管理型ハード対策
すごろ （堤防天端の保護）
須頃 （左岸39.7k～40.7k）

河川防災ステーション整備
天野 （右岸7.9k付近）

あまの

築堤
川岸～関新 （左岸7.0k～7.3k）

かわぎし せきしん

河道掘削
万代島～新光町 （3.0k～7.3k）

ばんだいじま しんこうちょう

みなみかんばらぐん

南蒲原郡
たがみ

田上町

さんじょう

三条市

下流部

水衝部対策
鵜森～井戸場 （左岸31.9k～32.3k）
うのもり いどば

いぬかえりしんでん だいごう 河道掘削
犬帰新田～大郷（左岸12.7k～13.2k）

だいごう あかしぶ 河道掘削
大郷～赤渋（左岸14.1k～16.2k）

信
濃
川

河道掘削
堀掛～下八枚 （左岸17.4k～19.3k）
ほっかけ しもはちまい

築堤
新光町 （右岸6.7k～8.3k）

しんこうちょう 河道掘削
小須戸 （右岸19.4k～20.0k ）
こすど

築堤
小須戸 （右岸20.5k）

こすど

築堤
熊森～中条新田（右岸46.8k～50.8k）
くまのもり なかじょうしんでん

危機管理型ハード対策
西野 （右岸46.9k～50.6k）
にしの

耐震対策
蒲原大堰 （43.4k付近）
かんばら

てんじんばやし

耐震対策
五社川水門 （23.6k付近）
ごしゃがわ

河道掘削
下八枚～菱形 （左岸19.9k～24.3k）
しもはちまい ひしがた

河道掘削
曽根新田～横場新田 （右岸23.9k～25.5k）

そねしんでん よこばしんでん

河道掘削
庄瀬～五反田 （左岸27.7k～29.5k）
しょうぜ ごたんだ

水衝部対策
前須田 （左岸30.9k～31.2k）
まえすだ

河道掘削
井戸場 （左岸32.3k～32.8k）

いどば

築堤
熊森～大川津 （左岸48.1k～50.8k）
くまのもり おおかわづ

危機管理型ハード対策
（堤防天端の保護）

大河津 （左岸48.8k～50.6k）
おおこうづ

河川防災ステーション整備
上須頃 （左岸41.0k付近）
かみすごろ

浸透対策
井戸場 （左岸32.3k～33.6k）

いどば



加茂大橋（県）

加茂市山島新田

撮影：H30.7

工事施工状況

撮影：H30.９

撮影：H30.９

１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

（３）主な実施箇所 ①山島新田地区河道掘削

• 下流部では、平成23年7月新潟・福島豪雨出水において本川の保明新田から五十嵐川合流点までの区間で計画高

水位（HWL）を超過し、危険な状態となったことから、洪水時の水位を低減し、洪水の安全な流下を図るため、加茂市

山島新田地区にて河道掘削を平成26年度から実施。

• この河道掘削による水位低減は、信濃川本川に加え、平成23年7月の出水で堤防近くまで水位が上昇した支川（下条

川）の水位低減にも寄与。

やまじましんでん

かも

げじょう

下流部

箇所名Ⅸ-③ 山島新田

DL=0.00

NO.320

H.W.L=10.470  ( 日 本 測 地 系 ）

PH=6.691
GH=6.511

PH=11.593
GH=11.394

PH=9.846

PH=5.581
GH=5.581

GH=10.138

1:
2

平水位 3.239月23日14時36分　WL=3.040 

1
50

位置図

ほみょうしんでん いからし
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平成２９年度まで完了箇所

中
ノ
口
川

信
濃
川

三条市栗林

三条市大島

栗林地区

大島地区

撮影：H28.11 栗林地区 河道掘削状況

信
濃
川

撮影：H30.12

１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

• 下流部では、平成23年7月新潟・福島豪雨出水において本川の保明新田から五十嵐川合流点までの区間で計画高

水位（HWL）を超過し、危険な状態となったことから、洪水時の水位を低減し、洪水の安全な流下を図るため、三条市

の栗林・大島地区にて河道掘削を平成28年度から実施。

• この河道掘削による水位低減は、信濃川本川に加え、平成23年7月の出水で堤防近くまで水位が上昇した支川（五十

嵐川）の水位低減にも寄与。

（３）主な実施箇所 ②栗林・大島地区河道掘削

4

くりばやし おおじま

ほみょうしんでん いからし

下流部

河道掘削箇所

標準横断図
栗林地区 大島地区

HWL HWL

位置図
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新潟県庁

北陸地方整備局
(本局）

本
川
大
橋

信
濃
川
水
門

新潟市役所

新潟市民芸術文化会館
（りゅーとぴあ）

河口から
４ｋｍ

堤防整備率：約８割

HWL

○河道掘削土砂による築堤（整備断面図）
洪水を安全に流すため、河道の掘削を進めるとともに発生した残

土を築堤材として有効利用。

○やすらぎ堤断面イメージ

やすらぎ堤緑地帯

河口から
8.5ｋｍ

１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減（治水対策）

（３）主な実施箇所 ③やすらぎ堤地区河道掘削及び築堤

• 下流部では、平成23年7月新潟・福島豪雨出水において信濃川本川や派川中ノ口川の水位が上昇し、危険な状態と

なったことから、洪水時の水位を低減し、洪水の安全な流下を図るため、最下流部の関屋分水路も含めて河道掘削

を実施（関屋分水路（関屋堀割町～美咲町）の河道掘削は完了）。

• また、新潟市街地を貫流する本川下流区間についても、流下能力を確保するべく河道掘削と連携した築堤を実施。

本川下流改修区間
(延長 約4.5km)

図1-2 図1-3

なかのくち

ば
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ん
せ
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ゅ
う
と

下流部

せきや

ほりわりちょう みさきちょう
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工事施工状況

２．河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持

（１）主な実施状況 ①塩水遡上（渇水）への対応

• 平成30年の夏、新潟県は例年よりも早く7月9日に梅雨明けし、その後も小雨傾向が続いたため、7月25日及び8月10

日に「信濃川下流水利用情報連絡会」を開催。関係機関で、水利用に関する状況について情報共有を図り、渇水に

備えた。

• 7月28日～29日に、信濃川右岸4.6km付近にある新潟市水道の取水塔において、塩水の遡上が確認され、水道用の

取水への影響が懸念されたため、新潟市水道局から要請を受け、信濃川水門3つの主ゲートのうち、2つを閉鎖する

特例操作を実施（平常時は原則3つの主ゲートを全開、 平成6年以来24年ぶり） 。

信濃川下流水利用情報連絡会
（第1回：平成30年7月25日）

3回の特例操作
（平成30年8/2～8/6, 8/8～8/16、 8/24～8/27 ）

平常時操作（全門開）
6

下流部

位置図

信濃川水門

信濃川下流水利用情報連絡会
信濃川下流部における渇水、冷夏、その他の異常気象時などに

おいて、関係機関の水利使用や現況についての情報連絡、情報
交換、水利使用の方針の決定等を円滑に進めることを目的として
実施。会長は、信濃川下流河川事務所副所長（技術）。

◆平成30年度開催状況
第1回：7月25日、第2回：8月10日



地域の宝
（川の価値）

地域を活き活きと元気に！

市民

企業

行政

ＮＰＯ 連携川の価値を
見いだす機会を提供

もっと やすらぎ堤 でも...

地域（自治体、住民、民間企業等）
における実践

これまでの経緯
・平成28年2月25日 ： 民間事業者の営業（商売）が可能に

（都市・地域再生等利用区域の指定）
・平成28年3月28日 ： 計画的なハード整備に向けた動き

（かわまちづくり支援制度に登録）
・平成28年4月28日 ： 民間事業者の公募開始（新潟市）
・平成28年5月27日 ： 民間事業者の決定（新潟市）
・平成28年7月2日 ： 民間事業者の営業開始

「萬代橋橋詰のにぎわいエリア」のイメージ

まちなかピクニック 水辺で乾杯

川まつり

新潟市→北陸地整へ要望

平成28年2月25日区域指定

３．河川環境の整備と保全

（１）主な実施状況 ①信濃川やすらぎ堤かわまちづくり

• 「ミズベリング」とは、水辺の新しい活用の可能性を創造していくプロジェクト。やすらぎ堤でも賑わいにあふれたより良

いミズベ空間を目指し｢ミズベリング信濃川やすらぎ堤｣を推進。
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利用者
数

H28
（推計）

H29
（実績）

H30
（実績）

7月 12,000人 13,000人 16,550人

8月 10,000人 12,600人 12,300人

9月 8,000人 8,700人 4,900人

10月 1,490人

計 30,000人 34,300人 35,310人

売上
金額

H28
（推計）

H29
（実績）

H30
（実績）

7月 3,100万円 3,050万円 3,840万円

8月 2,600万円 2,810万円 3,140万円

9月 1,700万円 1,540万円 1,370万円

10月 340万円

計 7,400万円 7,400万円 8,690万円

店
舗
数

H28 H29 H30

11
右岸：9
左岸：2

14
右岸：13
左岸：1

11
右岸：10
左岸：1

2018年の出店状況2016年の出店状況

201７年の出店状況

３．河川環境の整備と保全

（１）主な実施状況 ①信濃川やすらぎ堤かわまちづくり

• ミズベリングやすらぎ堤｣として、平成28年度よりオープンカフェ、バーベキュー、ビアガーデンなどの飲食店等が出店

し、夏の3ヶ月間で約3万人以上が利用するなど、新たな新潟の名所として定着。

• 平成29年度からは、世界的なアウトドアメーカーがエリア全体のマネージメントを担い、｢アウトドアと健康｣をテーマに

信濃川やすらぎ堤を中心とした水辺の賑わいと経済効果を創出。
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信濃川水上舞台ウォ－タースライダー

下流部



大型ラジコン草刈り機 芝生管理（試験施工）

河川巡視

河川管理施設の巡視・点検

堤防除草

施設点検

水門管理橋の補修

支承部損傷

主桁損傷中ノ口川水門全景

護岸等の補修

護岸ブロックの沈下 護岸補修作業

４．河川管理施設等の点検・維持管理

（１）堤防・護岸等河川管理施設の維持管理状況

• 河川管理施設の状況把握等を目的として、定期的な河川巡視・点検を実施。

• 堤防点検や河川の把握等のため、定期的に除草を実施。

• 護岸・管理橋等の河川管理施設に異常が発見された場合には、速やかな復旧を実施。
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水門・堰

新潟大堰の全景 扉体主ローラ 分解整備

塗替塗装のイメージ

排水機場

１号主ポンプ 外観西川排水機場の全景

扉体発錆状況（平成29年9月撮影） ポンプ羽根の損傷（例） 軸受の腐食（例）

４．河川管理施設等の点検・維持管理

（２）水門、堰、排水機場等の河川管理施設の維持管理状況

• 信濃川下流には、大規模な河川管理施設（水門、堰、排水機場）が多くあり、日本海からの風浪にさらされる新潟大

堰や操作頻度が高い西川排水機場等は、完成後20～40年以上が経過し、施設の老朽化が進行。

• これらの施設が洪水時等において的確に機能を発揮できるよう、計画的な点検・補修を実施。
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